













































































































ブルでも Xを定義するとこの例では 15個の同名の変数 Xが存在することになる。z-Treeはその 15
個を別個の変数として扱い、計算し、結果ファイルにはテーブル名、被験者番号、ピリオド数で区別
しながら 15個分の Xの内容を書き出す２）。
図では Subjectsテーブルのレコードの箱が Globalsテーブルや Sessionテーブルの箱の中に入って















































１回目の試行が終わると（矢印が Subject, Globalsの箱の外に出ると）Subject, Globalsテーブル上の
変数はリセットされ、全て０に戻る。Sessionテーブルの変数は試行ごとにはリセットされず、セッ
ションのあとのアンケートが終了するまで変数の値が保持される。第２回目の試行が始まり、矢印が





















Subjects Globals Session Summary
変数データが各被験者に属する ○ × ○ ×
ピリオドが終わるたびに変数をリセット ○ ○ × ○
ピリオドごとにプログラムを実行 ○ ○ ○ ○





































Upset=session.find (same (Subject), ShockPeriod);
このステートメントに行き当たった z-Treeは、Sessionテーブルにゆき、当該被験者の被験者番号
（Subject）と同じ番号のレコードを探しだし、そこに定義された ShockPeriodの値を拾ってきて
Upset に代入する。もうひとつ例を挙げよう。Globals テーブル上の変数 RepDec に被験者番号
（Subject）１番の被験者の意思決定 Decisionを代入したい場合、次のように記述する。
RepDec=subject.find (Subject==1,Decision);
















































































（２）Role Parameters と Specific Parameters
Role Parameters、Specific Parameters内の変数は、Subjectsテーブル内の変数として扱われる。実
行においては Specific Parametersの内容よりも Role Parametersの内容の方が優先される。従って
Role Parametersで定義したある数値を特定のピリオドだけ Specific Parametersを使って変更する事
はできない。














で注意が必要である。これは Period Parameters内で定義した数値は Globalsテーブル上の数値とし
て扱われ、Specific Parameters内で定義した数値は Subjectsテーブル上の数値として扱われるから
である。テーブルが異なる事から同じ変数を定義しても別個の変数として計算されるのである。




















パラメータ名 Role Period Specific
定義する場所 列ラベル 行ラベル セル
効果範囲 その列の被験者に対して全ピ そのピリオドの全被験者 その列のそのピリオドの被験
リオド 者
テーブル Subject Globals Subject
備考 あらかじめステージツリーで Role、Specificとはテーブルが Role、Periodで定義されてい









Variable Concepts of z-Tree
Yoshio IIDA
Abstract
This paper provides detailed information about variable concepts of z-Tree, one of the most popular
economic experiment software.  In z-Tree, each variable belongs to one of the Tables that regulate func-
tion of the variable during the experiment.  The functions of the Tables and rules of accessibility
between the Tables are explained.
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